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校長 印
1 本年度の重点目標

2 自己評価結果に対する学校関係者評価
※自己評価結果… Ａ 達成している Ｂ おおよそ達成している Ｃ あまり達成していない D 達成していない
※自己評価，改善策の適切さ… Ａ 適切である Ｂ 概ね適切である Ｃ やや不適切である D 不適切である
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3 次年度の課題と改善方策
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学校関係者評価委
員会における意見

好調な進路決定状況を持続させるためにも，きめ細かい指導を継続してほしい。職場体験・進路説明会等充実しているが，PTA
の説明会の参加率を上げ，保護者への進路説明を徹底できるように工夫すれば更に良いと思う。
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有意義な学校行事について Ｂ

学校関係者評価委
員会における意見

予算等に限度があり，すべての改修は無理なため大事に使用し，清掃や整備をしっかり行うしかない。年々老朽化している本
校の施設の中で，生徒の不満等，課題が多い現実ではあるが，計画的に努力してほしい。（エアコンは必要である。）

Ａ

政宗公まつりや食楽まつり等の地域貢献活動，ＯＢ等リレー講座，地域探訪
や職場体験学習等の総合的学習，岩高短歌やみやぎの文学等，独創的な取り
組みについて，生徒の実態の変化に対応し，改善を加えながら今後も継続し
て行う。特色ある学校づくりについて Ａ Ａ Ａ

防
災
教
育

校舎等の施設設備について

災害時の避難・連絡について Ｂ

今後も防災家庭用リーフレットや引き渡しカードを全家庭に配付し，ｅメッ
セージの全員登録を推進し，緊急時に対応できる態勢づくりに努める。ま
た，授業時以外の防災訓練や『みやぎ防災教育副読本』による学習計画を立
て，継続的系統的に実施し，防災意識と正しい知識の定着を図る。

Ａ

Ａ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

Eメッセージや学校ホームページにより，情報の入手がしやすくて大変よいと思う。ＨＰの情報発信のあり方・内容等につい
て，今後も継続研究をお願いしたい。

Ｂ

進路指導の充実

全職員共通理解のもと，学校全体として組織的統一的な生徒指導を実践する。特に，個々の生徒に目を向
け，関わりを大切にしながら，学年や発達段階に合わせたきめ細かな指導を実施する。服装や心構え等のマ
ナーアップを促進し，地域から信頼される生徒の育成に力を入れる。また、精神的な安定とより充実した学
校生活がいじめ防止に重要な役割を果たすと考え，まずは生徒自身の現在や将来に対する不安を取り除くよ
うに全職員が連携して指導にあたる。さらには，教育相談委員会を定期的に開催し，関係者の連携・情報の
共有を密にし，より適切で組織的な対応ができる体制を構築する。

学習指導の充実

学校関係者評価委
員会における意見

地域貢献活動について，高校生のパワーはとても大切なので今後もよろしくお願いしたい。生徒が本校を卒業して良かったと
思えるよう，達成感や自信が持てるように生徒一人ひとりに目をかけていってほしい。また，志教育のような活動を今後も積
極的に実践してほしい。

次年度の課題 改善方策

生徒指導（いじめ・特別支援
対策も含む）の充実

生徒が興味・関心を持てるような教材の工夫に努めることで，「わかる授業」の展開に結びつけ，生徒の学
習習慣や学習意識の醸成につなげたい。また，早期の進路目標の明確化による学習意欲の喚起と学力向上に
結びつける指導を，教務部や進路指導部，学年が連携して行う。さらに，教員相互に授業を参観・検討し研
鑽を深めるとともに，他校の公開授業や校外の研修・研究会に積極的に参加する。

ｅメッセージによる連絡を初め，「校長だより」と学校だより
「ひょうたん池」の定期的な発行やその他の学校発行物の全家庭へ
の郵送，ホームページの迅速な情報更新等の取り組みを今後も推進
する。

Ａ Ａ

施設の老朽化が進み，生徒の安全確保のための修繕等が優先となる
が，今後も計画的な施設設備の改修に努力を続けるとともに，急を
要する修繕等には速やかに対応していく。

Ａ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

防災マニュアルの整備はなされているので，実際にできるように訓練が大事である。予想外の事態への対応，心の危機管理意
識の育成，防災意識高揚のための指導を地道に継続していただきたい。非常時対応の保護者への周知なども，継続的に行って
ほしい。
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校 学校の情報について Ａ

これまで行ってきた進路指導や進路行事（学校・職場見学会，就業体験，進路ガイダンス，適性検査，先輩
の話を聞く会など）について，３年間の系統性や総合性を見通した上で整理・再検討し，各学年や発達段階
における生徒指導や学習指導とも連携を密にしながら，本校独自の進路指導体制の構築に努める。指導にあ
たっては，本校生徒の実態や志望・適性等を十分に踏まえ，保護者も含めて必要な情報・知識を適切な時期
に与えながら，生徒の主体的で適切な進路選択を促すことができるように努める。

学校関係者評価委
員会における意見

生徒たちがそれぞれの場面で「頑張れる環境」づくりを推進していただきたい。いじめの項目については，生徒と教員の間で
差があるので認識のずれがあるのではないだろうか。今後も生徒個々の人生の上で役立つように，当事者だけでなく生徒全体
にも伝わるように指導を広げていってほしい。

進
路

指
導

今後も，担任や学年と連携しきめ細やかな指導を徹底する。また，
進路だよりや保護者（特に3学年）対象の説明会を活用しながら，生
徒・保護者の理解を深めたい。

Ａ Ａ

いじめの早期発見について Ｂ
きめ細やかな個別的組織的対応を継続するとともに，全体への働きかけや必
要に応じて保護者への情報提供も行う。 Ａ

進路目標の指導について Ｂ

Ａ

生
徒
指
導

基本的生活習慣の指導について Ｂ 毎朝の挨拶運動や容儀指導等に，今後も組織的かつ粘り強く取り組んでいく。 Ａ

Ａ

生徒会活動について Ｂ 朝の挨拶運動等の自主的な活動を促し，前年度各行事の反省点を的確に反映させ，早期に計画立案を行う。

Ａ

Ａ

教育相談について Ａ 誰でも気軽に相談できる体制づくりをさらに推し進める。 Ａ Ａ

Ａ

改善の方策
自己評価
の適切さ

改善策の
適切さ

部活数の調整や顧問の配置の見直し，さらには入学期における部活動加入の推進等，活性化を図る。 Ａ Ａ

自己評価
結果

学
習

指
導

学力向上の授業について Ｂ

義務教育段階の学び直し，基礎・基本の定着を図る繰り返し学習，
生徒の集中力やコミュニケーション能力を伸ばすICTの利活用，生徒
の興味・関心を引き出す教材の工夫にさらに取り組み，「わかる授
業」を目指す。また，家庭学習の習慣化にも一層努める。

Ａ

細やかに対応しており，昨年度より肯定的評価が上がったのは先生方の努力によるものと考えられる。生徒の意
識高揚が図れ，家庭学習の習慣化が身に付けられるような粘り強い指導を今後も継続してお願いしたい。

部活動について Ｃ

学校関係者評価委
員会における意見

教育長
令和元年度　学校評価報告書

令和2年3月19日
宮城県岩出山高等学校

山　内　　  民

　①安全で安心できる場所としての学校
　②授業改善の実践と学習習慣の確立
　③進路意識の高揚と進路指導の充実
　④規律ある生活態度の育成と自主性・自律性の伸長
　⑤組織として機能する学校づくり
　⑥開かれた学校づくりの推進
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